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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

· 2/19・20（月・火）法人研修が開催されます。テーマ「暴言・暴力について」出欠表へ記入、時間厳守で参加する事。

　　

＜外来情報＞

・　平　庸子様　～「鹿内内科受診され風邪薬が処方となった」と話される。今週デイケアは休むとの事。　

・　中居　松男様～肩痛の為、湿布薬処方。「足が冷たい」と訴え主治医より足をストーブで暖めないよう助言あり。

・　鈴木恵美子様～糖尿病の血液検査の結果以前より良好である。足が痛いと訴えあり湿布薬処方となる。

・　長瀬紘一郎様～吐気があると訴え主治医より無理しないようにと伝えている。

・　奥山以依子様～「お金を降ろしてきた」と話され主治医よりあまり使い過ぎないようにと伝えている。

・　前野　義勝様～「朝、夢を見る。3/15五戸病院に行ってくる」と話される。「薬を飲んでいるので精神病でない」と言い病気を認識していない様子である。

· 中居美津子様～「4月に引越しする為、物件探しをしている」と話される。

・　柳町　信之様～肛門から出血あり。高橋医院での薬が増量される。

＜利用者様情報＞

・　下町　サン子様～「起きた時からフラフラする」と訴えあり、青風荘で血圧測定した際、収縮期
　　　　　　　　血圧80mmHgであったと情報あり。通所後は横になって休まれ、昼食前の血圧
　　　　　　　　118/77mmHg､脈拍82回。昼食は移動可能との事で、自力でレストランに移動し
　　　　　　　　昼食全量摂取。摂取後「何ともない」と話される。
　　　　　　　　⇒午後血圧が安定しているので様子をみていく。

· 関　秀治様～本日朝9時30分に通所来所（青山荘から）の際に、「朝の薬を飲んだ後に勘違いし　　
　　　　　　て昼の薬も飲んでしまった」と話があり。やや眠気あると訴え、血圧118/76mmHg・
　　　　　　脈拍95回/分。主治医不在もあり、川端医師に状態報告し本日昼は服薬せずに様子見
　　　　　　るようにと指示あり。本人は「多少眠気があるがいつもと変わらない」と話されてい
　　　　　　る。　
· 上岩　英治様～昨日に引き続き他者を睨みつけての独語が聞かれているがトラブルはなく過ごさ
　　　　　　　れている。
　　　　　　　⇒引き続き本人の様子については観察して行き、他者とのトラブルとなりそうな
　　　　　　　　場合には介入していく。

横山　耕生様～　以前までは、煙草を吸ってからデイケアに来る等、通所のタイミングを自分ではかっていたが、禁煙外来通院するようになってからタイミングをはかる事が難しい様子で、「デイケアに行きたくない。」「休日の翌日の通所はだるい」との発言が聞かれることが多くなっていると青山荘より情報あり。
本人来所後、青山荘スタッフ・通所スタッフを交えて本人と現状の評価を行っている。通所が出来るようになってきていることや、デイケアでの滞在時間を増やすことが出来るようになっている事、体調不良の訴えが減ってきている事を伝えている。又、話中には「今、スタッフが自分の事を気持ち悪いと言った」と話されることがある。

⇒・「帰る」と言った時には、その時の体調や気分を聞き、デイケアに慣れることが出来るように滞在時間の延長をする必要について説明する。

　　　　　　　　　　　・自分がどう見られているのか常に気にするので接し方に配慮する。

・スタッフと話が出来るようになっていることについては、本人へ評価とし
　　　　　　　　　　　　て返していき、他メンバーとも交流をはかる事が出来るように、橋渡しを
　　　　　　　　　　　　行っていく。

· 佐藤　朗子様～4月から職親の日数を週2日から週3回（月・火・水）に変更となることを本人
　　　　　　　より報告受けている（青明舎・職場共に承諾を得ているとの事）。それに伴いデイ
　　　　　　　ケア利用は金曜日のみとしたいと本人より相談あり。今週土曜日が外来受診なので
　　　　　　　主治医へも相談するよう伝えている。

　　　　　　　　　⇒・デイケア利用は本人に、思った事や生活上困っている事などを相談する場
としても活用して頂きたいことを説明。

・現在、食親とデイケア利用での1週間のリズムが確立しつつある為、その
リズムを崩さない為にも、デイケアを繋げていく必要があることを本人と振り返り、納得して頂いている。

＜事例検討＞

田名部　一樹様（29）　統合失調症　　デイケア利用：月～金

出席率　　各月でばらつきあり　11月9１%　12月90%　1月65%(年明け連休と月末に風邪を引いた為)

現状

・10／9青山荘を退荘後4ヶ月経過している。今後の就労についての意欲が曖昧であり、特に前向き
　であるといった様子がみられない。

· 陽性症状の出現はない。

· 自宅から確実の通所ができ今後の話や自身の変化をスタッフに話すことが出来る。

· 特定の仲間がいて、運動プログラムに意欲的に参加されている。

治療計画

· 就労に向けて体力・持続力をつけられるよう、継続的な運動を促す。

· 環境の変化などに伴う本人の不安・悩みを受容し、ストレスを溜め込まないよう支援する。

面談において

· 自分の就労の話は持ち出す事は無い。将来の自分はどうなるのだろうと不安を出してくる事は無い。

◎　就労についてスタッフが話すと

・再発が恐いし疲れやすいと話される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・自宅では自分の身の回りの事はできている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・家族は就労については何も話さなず父親様とはほとんど話さない。
・今の状態がベストで働きたくない。

スタッフからの評価

・　興味のある物は本人から話し取り組む事が出来ている。

· 必要なことは判断して介入することが出来る。

· 以前、職場体験実習中に体調を崩してしまい、その後の仕事に対して“出来ない”と思い込んでしまっている様子。（仕事の話が出ると「体調が悪くなる」「体調を崩すのが気になる」との発言あり）

＜将来に向けてスタッフの働きかけとして＞

· 本人へ将来像をどのように持っているのかを確認する（デイケアからのステップを考えているのか？）

· 本人にスタッフがどのように評価しているかを伝える。

· 考える時間を設定し、本人の考えを元に目標設定を行う。







